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5 れないほど、 い や理解しきれ琛いくら

S ニ コ レの レ ツス ン は 、 澈底的で信 じ

fc » ?

― ― 具体的に は どん な レツ ス ン で し

時間を忘れ る ような レ ツ ス ン

ものを学びました

ス的球処世術というか 、 軽やかさという

対してベル ノル ドの と ころ で は 、 フ ラン

す徹底的で厳 しいもので した。 そ れ に

で したが 、 ニ コ レの レツ ス ン も 例 に 漏 れ

ない く5 い徹底的で 、 アムスラー もそう

スイス人はすベ て に お い て 考 え 5 れ

た表現方法を学びました。

ンやフレー ジング 、 耭細さなど洗練され

で は フランス的 専 ア ー テイキ ユ レ
ー シ ヨ

必要だとい うことだ っ た の で す 。 リ ヨ ン

齬、 っ まりフランス語 で聴 き直 す こ とが

ぶべ きで 、 もうー 度フルー トを違っ た 言

く、 フ ランス と人 々の生活 にっ い て も学

べ き だ と言 っ た の は 、 フ JĻー トだけで稼

ニ コ レが 直 感 的 に私 に フ ラ ン ス に 行 く

ドを推薦 してくれました。

ではな く、 リヨンのフイリツ ノ ·ベルノ】L

だ」と君っ て く れ た の で す 。 そ れ も パリ

対に君はフランスで勉強 を続 け るべ き

る選択肢もありましたが、 ニ コ レが 「絶

オー ス トリアでこのまま大学に進学す

ばよいかと考えま した。

試験苍受け、 大学はどこで今後勉強すれ

その後 しばらくして私 は大学入学資格

浓密なアライベ ー ト怤 レツス ン で し た 。

めにレツス ン を して くれ た の で す 。 大变

ました。 ニ コ レ は 午後か5 すっ と 私 の た

のところにレツス ン に 連 れ て 行 っ て く れ

1 7 . 1 8 歳の時に彼女が初めてニ コ レ

る方向づけが専されたように思います。

彼女によっ て ニ コ レ や フ ラ ン ス で 勉 強 す

あり、 オー ス トリアの小学校を卒業後は

校はスイスに近いオ ー ス トリア西端部に

とニ コ レの も とで 学 ん で い ま す 。 私の学

ん。 彼女はスイス人 で アン ドレ · ジヨネ

女史の話か S は じめ専ければな りませ

S その質問に関 してはますアムスラ ー

いらっ し や い ま す ね 。

ド、 オー レル ·
ニ コ レ両氏にっ い て学 ん で

― ― シユ ツ ツ さ ん は フ イ リ ツ プ ·
ベ ルノル

てみたいと思 っ た の で す 。

り、 それで自分もオー ケス トラで演奏 し

トラのコンサ ー トに連れて行っ て く だ さ

エヴァ · アムスラー 女史移阻々オー ケス

決めてい ま した。 当錡私の先生である

15 か 1 6 歳の頃 にはブロに 専 ろ うと

專門的球レツス ン を受 け ま した 。

ヘ 進 学 し ま し た が 、 1 4 歳の時 に初 めて

時に才能が認め5 れて 、 音楽高等中学校

立の音楽学校 ヘ 行 き ま し た 。 小学校の

探したのですが 、 周りには見っか らす市

でした。 フ ル
ー トを教えてくれる先生を

ルー トを習うことはとても魅h 的意こと

がありました。 子 どもの私 にとっ て フ

ロル地方 の 出身 で 、 ブラスバン ドの伝統

卜を始めました。 私はオー ス トリアのチ

S c h ü t z (以 下 S ) 1 1 歳 の 時 に フ ル
ー

っ か け を お 話 し く だ さ い 。

ね。 最初にあなたがフル ー トを始めたき

― ― T H E  F L U T E は初めての登场です

持っ フ ラ ン ス で 学 ん で

厳格なス イ ス と軽 や か さ を

各国で披 鹭してい る ま た 、 指導者として 、 彐 ロ ツ
バ 各地 、 ア ジ ア 、 北 米などで活動 してい る

フル テ イス トと して 、 室 内楽奏者として 、 バ ロ ツ ク か ら 現代曲まで幅�い レバ トリ ー を世界
リツシ ユ 他 の 多 数 の 著 名 な 指 揮 者 と 共 演 オ ケ ス ト ラ

· プレイヤ ー としてだけで はなく、 ソ ロ
。

ケス トラに招 聘 され共 演 をす る， フ ル ト 協 奏 曲 ソ ロ 奏 者 と し て 、 プレ トル 、 ブ レ ズ 、 サ ワ ア

北 ドイツ放 送 交響 楽 団 、 ス イ ス
·

ロ マ ン ド管弦楽団 、 バ イ ロ イ ト 祝祭歌劇場など多数の 著 名 オ
て 1位 受 賞 ， シ ユ ト ウ ツ ト ガ ル ト

·
フ イ

ル 首席奏者を2 00 0 年 か ら2 0 0 4 年 まで 務 め る
受ける， 1 9 9 8 年 カ ル

·
ニ ル セ ン 国際コ ン ク

ー

ル 1 位 、 及 び 1 9 9 9 年 ク ラ コ ウ国際コ ン ク
ー

ル Ľ

インスフル ツ ク 生 ま れ リ ヨ ン 国 立 音 楽 院 に て P h ，
ベ ル ノ ル ド に 師事、 ま た A ニ コ レ の 指導を

ウイ
ー

ン 国立オペ ラ 、 ウ イ

ー

ン フ イ
ル ハ モ ニ

ー 管弦楽団首席奏者， ウ イ
ー

ン 芸術大学教授

e  K a r l H e in z  S c h ü tz

¢y .  ń 12 1 .  ı,  ·  4 4  e .  I ¢n

インタビ◆ ア
·國呎 加納敬三 取材協力 村松楽魯版売株式会社 写真 土居政则

環境が大き〈変化 したとい う。 音楽に真挚 ¢対峙 して Ļ \ る シ ユ ツ ツ 氏 の 初 の イ ン タ ビ ユ
ー が今回実現 した。

とっ て も 夢 の 舞 台 で あ る ウ イ
ー ン · フイル で の ポ ジ シ ヨ ン を 得 て 、 オベ ラ 、 コ ン サー トやソロで活動 の可 能性 が� が り 、

昨年、 ウイ
ー ン · フイル ハ ー モニ ー 管弦楽団の首席奏者 に就任 したカ ー ル · . 。 . シ ユ ツ ツ 氏。 オー ス トリア 人 に

c o v e r  is t o r y



の 者のもと才
' ダ

虱いますが、 田曜
、 または他のオー グ苎

シンフオニ カ
ー やシユ ト9 ヅ

まるで用上決戦の水うです。

レの個性が同 じ高みでぶっがり
茬爿 きます その指揮者の假性とクイ

ー
かす、 每回の コンサ

ー トは有名黟周四
飞ま す 。 ウ イ

ー ン · フイル は有Æ 伊 押
二一

_ = 4 = « £ �
指揮をしたことがある方が指揮者をして
ジ그 · ブレー トル怤ゼウイ

ー ン· フイルで
ル · フリユ ー ベ ツ ク

· デ· ブルゴスやジヨル

が来 ます ； 、 シンフオニカ
ー はラフアエ

あ り、 カラ ン に 始 ま る 有名 暮指揮者

'

ウイ ー

イ ル
·

とい う大き慕名前が
ウイ ー フイル は 大 き 暮 レ

ー 四レŁ

で 、 また らも長い伝統があります。

ンにあ ち らも大 き専オー ケストラ

フイル オ ー ケス トラは同じ9 イ
ー

S ウ · シンフオニ为
ー とウ4

ー ン。

― ― そ ， れどんな違いがありますが?

S ます私は4 年間シユ トウ ツ トガ ル ト 。

いますね。

い 〈っ か の オ ー ケス トラで活躍 されて

― ― ウイ ー ン · フイル に 入 団 す る 前 に 、

音楽を生み 出す

ウ イ ー ン 訛 り が ウ イ ー ン の

でとても演劇的に脱明 してくれま した 。

ンの問中 、 真面目意話も最初から最後ま

また彼はとても그 ー モアがあ り、 レツス

く見出すのである」とい うもので した。

いかない時に、 解決方法を探すのではな

気に入りのピカソの言葉 は 「人 は うま く

とめた形で話 してくれました。 彼のお

とができ、 とても復雑なことを単純 にま

ニ ユ ア ン ス の 演 奏 方 法 を 的 確 に 伝 え る こ

のニ ユ ア ン ス で 演 奏 す る の で す が 、 その

しい創造力の持ち主でした。 フ ラ ン ス 語

S 彼 はレツス ン に お い て い っ も 累 睛 弓

たか?

ベル ノル ドの と こ ろ で は ど う で し

ー ン · フイル の 首 席 奏 者 とな りました。

体力的にも大变なものでした。 オ ニ カ
ー に 7 年閻 、 そ して昨年か5 9 イ

ンで、 い っ 座っ た か も わ か 5 惠 い く 5 い フ イ ル に 在 籍 し て 、 次にウイー ン·シンフ

度」という具合でした。 大变樣しいレツス

バコに火をっけて 、 「では最初か5 もうー

しでやっ と 最 後 ま で 行 く と 、 ニ コ レが夕

る内容で、 少し欧いては 「違 う」の繰 り返

ンチエル トの レ ツス ン で し た が 、 細部に渡

でした。 エ マ ヌ エ ル
·バツハ の 二 短 調 の コ

球のかがわか5 暮くなっ て し ま う 〈 5 い

暗で、 朝早いのか夜遅いのか 、 今何時ころ

ので、 終わっ て 外 に 出 て み る と も う 貫 っ

ことです。 レ ツ ス ン は と て も 集中したも

けるためにー 人でバー ゼルに行っ た 時 の

の冷たい雨の降 る日、 彼のレツス ンを 受

ている印象深いことがあります。 あ る 冬

ニ コ レの レ ツス ン で は 今 で も よ く 觉 え

身にっ ける こ とがで き ま した 。

とに私はその還いを彼のところで知り、

その違いがわかるので しよう。 幸運なこ

いていた国境地方アルザスの出身なので

ルノル ドは歴史的にいっも緊張状態 が統

ピアノのようだと表現 していま した。 ベ

ドイツ音楽は、 もっ と 蓋 を 開 け た 状 態 の

楽は蓋を閉めた状態の ピアノのよ うで 、

す。 ベ ル ノ ル ド は 、 彼日 く、 フ ランス晋

ツハ の場 合 は その 哲 学 の 話 に まで及 びま

い�し1地 平 隸 の よ う な も の で 、 例えばバ
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っ て い る の で ま っ た 〈 重 く 感 じ ま せ ん

の 楽 器 を試 した りす る と 、 重い 楽 器 だ と し\ い ま す が 、 私に は合

しい 楽 器 を 見 っ け る こ と が で き た と い う こ と で す 。 同 僚 が 私

転化 したのです 。 っ ま り 楽 器 を 盗 ま れ た こ と で 、 自分 に 合 う新

幸運 に も正 に 私 に と っ て の 正 し い 選 択 で し た 。 不 運 が 幸 運 に

じたの で す が 、 こ の 楽 器 で は そ う
い う こ と は あ り ま せ ん で し た 。

特に銀 か ら金 に替 え た時 な ど は 、 急 ( 楽器 が重 くな っ た の を 感

てす ぐに 本 番 で 演 奏 で き た 楽 器 は 今 ま で あ ¢) ま せ 人 で し た 。

幸運なこ と に 、 こ の 楽器 は私 に合 っ て い る よ う で 、 手 に入 れ

大変� Ļ \
の で す

銀の よ うな響 き まで演奏 で きます。 こ の フ ル
ー トは音色 の 幅 が

では ない か と 思 っ て Ļ \
ま す ， 温 か い 響 き 、 美 し〈柔 らかい 響 き 、

の 考 え で す が 、 2 4 K の フ ル
ー トは両 方 の 長 所 を兼 ね 備 え た もの

長所やどちらが 良 い の か を ず っ と 考 え て い ま し た 。 こ れ は 私

私は 、 イ タ リ ア で 楽器が盗 まれて か ら 、 金と銀の そ れ ぞ れ の

マ ツ を 選 択 し た の で す 。

しか し、 こ の 楽器に 呼 ば れ た と しか考 え られ な い 状 況 で 、 ム ラ

は とて も高価 なの で私 に は 買 え な Ļ \
も の だ と 思 っ て い ま し た 。

い 、 購入 を即決 しま した鳥 そ れ が 今 の ム ラ マ ツ で す 。 そ れ ま で

リに飛 ん で 、 そ の 楽器で衢 を 2 っ だ け 吹 い た ら 気 に 入 っ て し ま

か と聞 〈 Ł 、 ム ラマ ツ の 2 4 K の フ ル ー トで した。 2 日 後 、 私はパ

一 卜があ るの で す节 】
'

Ł電骷 があっ た の で す ! ど ス， なフ ル ー ト
の フア リ ツジ か 号 れ ゴ 多 ら に 今 荀 な た が 興 味 が あ リ そ う な フ ル
3 月 との滔 爭 じ ぼ赵、 資汇 ろ が 同 じ 日の 午後 に 、 バ リ の 楽 器屋
金の フ赝 真钡 し关 い の で い っ 入 荷 す る か と 尋 ね た と こ ろ 、

あ蒂日 嘭 ベ ル ト ラ ム に 電 話 を し て 、 ブラン ネ ン の
うべ 書 尹

'

ţ 4 式

ス を 〈
'

1 险如徐 、 早い 時 期 に 運 命 の 出 会 い と で も い

の フル罚
h 茴

一

볍 臣凛) フル ー
ト を吹 〈八

き だ 」 と ア ド バ イ

器を吹い て 號 龛晝踵彭城が 、 大震仲の 良 か っ た 友 だ ち が 「君 は 金

ラン ネ ン を踊 入 して 吹 い て い た の で す 。 コ ン サ
ー トで は その 楽

ンネ ン は 高 く て 当時 私 は 買 う こ と が で き な か っ た の で 銀 の ブ

ぐに フ ラ イ ブル グの ベ ル トラ ム と Ļ \
う 楽 器 屋 に 行 き 、 金の ブ ラ

〈吹い て い た の で す 。 し か し 、 ブラン ネ ンに 惯 れ て い た 私 は す

卜と して ヤ マ ハ の 銀 の フ ル ー トを持 っ て い た の で そ れ を し ば ら

こ と に イ タ リア で そ の 楽 器 は 盗 ま れ て し ま い 、 セ カ ン ド フ ル

ー

影響で フ ラ ン ネ ン ·

ク

ー バ ー の 1 4 K を 吹 い て い ま し た ， 残 念 な

学生 の 頃 は最 初 ム ラ マ ツ を 使 っ て い ま し た が 、
ベ ル ノ ル ド の

この フル ー トとの 出 会 Ļ \ に は ち よ っ と し た エ ピ ソ
ー ドがあります

管体が 2 4 K 、 キイ が 14 K の ム ラ マ ツ フ ル
ー トを吹 い て い ま す 。

厂ビフ。 。 。 み が
お 便 い の 楽 器 は ?

変化してきていますが 、 ウ イ

ー ン · フイル

トラの音楽 や響きは似 たよ うは感 じıこ

近年はグロ ー バル化で大き愆オー ケス

S その とお りです (笑)。

すね。

っ ま り ウ イ ー ン訛 りが必要なわけで

動きや リズム感が必要だか 5 です 。

は、 ウイ
ー ン風 の 柔 らか さ 、 っ ま り音の

ぜな ら、 ウイン ナ
ー ワルツを演奏 す る [こ

はでき)寡 い だ ろ う と 思 っ た の で し た 。 な

トガル ト·
フ イ ルで は こん怤 に良 い演奏

フイル で 同 じ曲 を 演 奏 した 時 、 シ ユ トウツ

しき青き ドナウ」で した。 8 年 後 ウ イ
ー

ン

。

トウツ トガ ル トで 演 奏 した の が ワ ル ツ 「美

面白い体験があ ります 。私 が 最 後 に シ ユ

楽に少はか 5 す影響があると思います 。

はも っ と は っ き り と し て い て 、 発晋も音

ドイツ人 はか 5 b \
い ま す 。 ド イ ツ 人 の T

ア人 は正 しい r刊 の 発音 が で き怤い と

T を柔 5 か く発音 しますが 、 オ

ー ス トリ

か くな ります 。 我 々 オ
ー ス トリア人 は 、

ン風 と 寡 る と こ れ が 「ポ ア」と 少 し柔 ら

すと、 「バツ」と 力 強 く 出 ま す が 、 ウイ
ー

'

L

区
匡

巻

召甲目 ı

う。 ド イ ツ の 場 合 は 、 指揮者が振 り下ろ

わか りやすいの が 、 音の出だ しで しよ

が、 ドイツではも っ と 直 接 的 で す 。

ラは愛想がよ く、 社交性が重視されます

と思い ます 。 オ
ー ス トリアのオ ー ケス ト

S 単純 に言 うと国の違い が 出て い る

ン · フイル とで は ど う で し よう ?

シユ ト ウ ツ トガ ル ト
·

フ イ ル とウイ
ー

オペ ラ で 培 っ た 柔 軟 性 が あ り ま す 。

索哨 5 しい響 き も持 っ て い ま す 。 ま た 、

ますが、 オー ケス トラには自負心があ り、

別で 、 い っ も 大変有名球指揮者が指揮 し

フ イル ハ ー モニ ー はこれ とはま っ た く

にさせま した 。

ル はその 真逆 で す ぺ て を 芸 術 的 に 自 由

ル しよ うと しま したが 、 後任のアレー ト

者は在任中 、 厳格ですべ て を コ ン トロ ー

化を経験 しま した 。 ブルゴスとい う指挥

シンフ オニ カ
ー でも同 じよう愆大きは変

わ っ て し ま う こ と が あ り ま す 。 私 は 以 前、

ドイツ的 琢組織 、 搞成力のある演奏 ヘ 変

て 、 例えぱ創造的で哲学的な演奏 か 5 .

すが 、 率い る指揮者 が変 わ ることによ っ

通常オ ー ケス トラは常に発展 していま

ス トラの方向性 も決 ま ります 。
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― ― ありがとっ こ ざい ま し先 。

は何もはじま巴勇 せ ん 。

でもあ ります。 玉 に と っ て 音 楽 な し で

ことは、 その人 Ë 身の人生を映し出す観

うなもの で す。 音 楽 を 演 奏 す る と い う

て しまい ま す。 音 楽は重要寡空気のよ

4 . 5 日するとフル ー ト奄欧きたくなっ

ー トも何も したくないと思 うのですが、

ろん 、 2 週間の休暇があれば最初はフル

S それは私の人生そのものです。 も ち

楽とはなんで しようか 。

― ― 最後にあなた にとっ て フル ー ト、 音

ものが出てくるのです。

のを吸収 した中か 5 自分の個性という

いう吕\う に 演 奏 し て い た と 、 すペてのも

在はこう演奏 しているけれ亡屋到まこう

世の中にはいろいろな方法があり、 今現

を向けて学んで欲 しいと思っ て い ます。

私の生徒たちにはいろんな方向に目

まあることです。

性とい うの は重要な ことで 、 間違いもま

が 、 現在では失われてしまいま した 。 個

ことはな く録膏 されて いた と い うこ と

きますが 、 ニ コ レ の 時代ではその よ うな

のイン トネ ー
シ ヨ ン も酊正 す るこ とがで

現在の銀音 は 、 技術の進歩で膏 ー

っ
ー

っ

尊敬をもっ と も っ て も 5 い た い の で す 。

してい ますが 、 营の巨匠たち に対 しての

徒より自分自身とい うもの をよ く自觉

最近の学生た ちはあ る面では营の生

てしまっ た の で す 。

ルが今現在のものではな い と笑 い 出 し

音を聴いた途端 、 彼女はこの演奏スタイ

きりとしたアタツ ク を し て い ま す が 、 錄

フレンチスクー ルはとてもきれいではっ

うので 、 そ の 演奏を聴かせてみ ま した 。

どこかで名前は聞いたよう松 · · · · ·」とい

を聞いてみると、 「マ クサ ンス · ラリユ ー

、

いた時 に 、 マ クサンス · ラリユ ー の こ と

ンの 「幻想 曲」の レツス ン を 学 生 に し て

变化 しています 。 そ の 例としてテ レマ

現在バu ツ ク 音 楽 の 演 奏 解 釈 も 大 き く

っ た く 変 わ っ て し ま い ま し た 。

な存在でしたが、 今の世代においてはま

イはイコン (ギ リシ ヤ正 教 の 聖 團 ) の よ う

ー ル · ランパルや ジエ ー ムス · ゴー ルウェ

たちが勉強していたころ 、 ジヤン ニ
ピ エ

まっ た こ と が は っ き り と わ か り ま す 。 私

が、 今の学生たちとはすベ て 変 わ っ て し

アイ ドルで あ っ た 有 名 な フ ル
ー ト賣者

S 私が子 どもの顷の 自分 にとっ て の

いはあるで しようか 。

い ますが 、 ご自分の時と今の学生 との違

ウイ ー ン音楽院で教えてい らっ し や

個性が生 まれ る

すべ て を 吸 収 し た 中 か ら

時に 、 その考え方で うまくいきました。

せん 。 ウ イ
ー ン ·

シ ン フ オ ニ カー を受けた

た聴眾まで をブロ ツ ク し て し ま い か ね ま

自身の す べ て を ブ ロ ツク し て し ま い 、 ま

まで 緊張 して硬 く寡 っ て し ま う と 、 自分

緊張をほぐさ奪ければな りません 。 最 後

ぱいけませんが 、 最後は柔軟性が必要で 、

大変なこ とで 、 ベ ス トの演 樊を しなけれ

ツ トガ ル ト で し た 。 コ ン ク
ー ルの準備は

ま したが 、 最初に成功 したのがシユ ト ウ

コ ン ク ー ルや入団試験をたくさん受け

きた到運点でもあ ります 。

イツそ してウ イ ー

ン と円のように歩んで

部か 5 は じま り、 ス イ ス 、 フ ラ ン ス 、 ド

场合 、 フ ル
ー ト人生 はオー ス トリアの 西

望で あ り夢 で した 。 そ れ と 同 時 に 私の

で した 。 で す か 5 ウ イ
ー ン ·

フ イ ルは希

ルの よ うな存在 にな るの は自然鞣こと

た私にとっ て 、 ウイ ー ン ·

フ イ ルがアイ ド

一 卜やラジオ ·
コ ン サー トを聪いて育 っ

ウイ ー

ン
· フイル の ニ ユ ー イヤ· ·

コ ンサ

で した。 ク ラ シ ツ ク が 好きな両親のもと、

フイル で の ポ ス トは 子 ど も の 頃 か 5 の 夢

S 正直なところを雷うとこのウイ ー ン 。

ル とは どんなオ ー ケス トラですか。

シユ ツ ツ さ ん に と っ て ウ イ
ー ン · フイ

深いことです。

M な冒きによるもので 、 それは大変與味

贓細で壩れそう寒耆楽だっ た り 、 その柔

楽器を使用していることもありますが、

别がっ き ま す 。 そ れ は も ち ろ ん 独特愆

やウイ ー ン · シンフオニ カ ー は他との区

- (
'
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